
平成２７年９月３０日 第１３５号

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/

林業を成長産業へ！
「エリートツリー」を使用した低コスト造林への取組

森林整備部 技術普及課

「芳ヶ平湿地群」（群馬県中之条町）

（撮影者：計画課 佐藤晃森林施業調整官）

「芳ヶ平湿地群」がラムサール条約湿地に登録

計画保全部 計画課

森林における施業再開に向けた実証事業について

森林整備部 森林整備課



戦
後
に
植
え
た
造
林
地
が
50
年
以
上
経
っ

て
成
長
し
伐
採
の
時
期
を
迎
え
る
中
、
林

野
庁
が
平
成
21
年
に
策
定
し
た
「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
木
材
の

自
給
率
を
平
成
30
年
ま
で
に
50
％
に
す
る

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
の
林
業
は
、
植
栽

し
て
か
ら
伐
採
ま
で
50
年
以
上
の
長
期
間

を
要
し
、
そ
の
間
の
投
資
に
見
合
っ
た
収

入
を
得
る
こ
と
は
木
材
価
格
の
低
迷
で
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
植
栽
か
ら
伐
採
ま
で
林
業

全
体
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

特
に
、
植
栽
し
て
か
ら
10
年
間
の
初
期
保

育
の
経
費
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
下
刈
り
の
省
力
化
な
ど
の

低
コ
ス
ト
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
人
工
林
の
主
要
樹
種
で
あ

る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
需
要
は
、
住
宅
着
工

戸
数
の
減
少
に
伴
っ
て
建
築
用
材
と
し
て

の
利
用
量
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
見
た

目
の
美
し
い
木
材
よ
り
も
乾
燥
材
や
合
板
・

集
成
材
と
い
っ
た
品
質
・
性
能
の
明
確
な

製
品
を
求
め
る
傾
向
へ
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
林
業
を
成
長
産

業
に
す
る
た
め
に
、
造
林
コ
ス
ト
を
下
げ
、

変
化
す
る
木
材
利
用
に
対
応
す
る
た
め
、

成
長
に
優
れ
た
特
性
を
持
ち
、
強
度
等
に

優
れ
た
材
質
の
林
木
の
開
発
が
求
め
ら
れ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
関
東
森
林
管
理
局
森

林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
15
年

か
ら
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究

所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
初
期

成
長
と
形
質
に
優
れ
た
林
木
か
ら
選
抜
さ

れ
た
第
１
世
代
精
英
樹
同
士
を
掛
け
合
わ

せ
た
第
２
世
代
精
英
樹
の
植
栽
試
験
等
を

行
っ
て
お
り
、
第
２
世
代
精
英
樹
の
中
で

も
特
に
成
長
に
優
れ
、
か
つ
花
粉
の
少
な

い
個
体
を
「
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
」
候
補
木

と
し
て
選
抜
す
る
な
ど
調
査
研
究
を
続
け

て
い
ま
す
。

平
成
15
年
に
植
栽
し
た
次
代
検
定
林
の

第
２
世
代
精
英
樹
の
中
に
は
、
５
年
で
樹

高
７
ｍ
、
胸
高
直
径
８
㎝
、
９
年
で
樹
高

11
ｍ
、
胸
高
直
径
15
㎝
に
達
す
る
ス
ギ
の

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
そ
の
成
長
の
早

さ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
植
え
て
か
ら
伐
採
ま

で
50
年
か
か
っ
た
と
こ
ろ
を
お
よ
そ
30
年

～
40
年
の
期
間
で
伐
採
可
能
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
期
成
長
の
早
さ
か
ら
、
こ
れ

ま
で
周
り
の
雑
草
や
低
木
の
標
準
的
な
高

さ
で
あ
る
２
ｍ
を
樹
高
が
越
え
る
ま
で
５

年
を
要
し
た
と
こ
ろ
を
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

（
ス
ギ
）
は
３
年
で
越
え
る
こ
と
が
既
に

実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
造
林
作

業
の
う
ち
最
も
過
酷
な
夏
場
の
作
業
で
あ

る
下
刈
り
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
は
、
茨
城
県
日
立
市
十
王

町
の
国
有
林
に
面
積
約
１
・
９
㌶
程
度
の

試
験
地
を
設
け
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
コ

ン
テ
ナ
苗
等
を
３
８
０
０
本
植
栽
し
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
は
根
が
コ
ン
テ
ナ
の
形

状
に
な
っ
て
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
た
め
、

植
付
け
穴
を
掘
る
の
が
簡
単
で
、
植
付
け

時
間
の
短
縮
が
期
待
で
き
ま
す
。

平成２７年９月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３５号（２）

次代検定林のエリートツリー

森林整備部 技術普及課

林木育種センター内の特定母樹採種園



来
年
に
は
比
較
研
究
す
る
た
め
従
来
か

ら
生
産
さ
れ
て
い
る
裸
苗
（
注
）
も
植
栽

し
て
成
長
量
等
の
調
査
を
行
う
予
定
で
す
。

ス
ギ
の
場
合
、
植
栽
密
度
は
㌶
当
た
り

３
０
０
０
本
が
標
準
で
す
が
、
こ
こ
で
は

３
０
０
０
本
、
１
５
０
０
本
、
１
０
０
０

本
の
３
通
り
で
植
え
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
地
で
は
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
下
刈
り
回
数
の
低
減
状
況
、
最
適
な
植

栽
密
度
及
び
今
後
の
間
伐
等
の
保
育
時
期

の
検
証
・
解
明
を
行
い
、
広
く
林
業
関
係

者
に
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
優
秀
性
を
Ｐ
Ｒ

し
て
、
そ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

本
年
７
月
27
日
に
は
、
茨
城
県
日
立
市

十
王
町
の
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

県
林
業
関
係
者
、
種
苗
組
合
、
民
間
企
業

等
が
参
加
し
て
、
当
該
試
験
地
の
現
地
視

察
を
含
め
た
関
東
育
種
基
本
区
特
定
母
樹

等
普
及
促
進
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
母
樹
と
は
平
成
25
年
制
定
の
「
森

林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
に
基
づ
き
森
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸

収
能
力
を
高
め
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣

が
特
に
成
長
に
優
れ
た
林
木
か
ら
指
定
す

る
も
の
で
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
い
て
主

に
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
か
ら
選
ば
れ
、
基
本

的
に
今
後
の
造
林
は
特
定
母
樹
の
さ
し
木

や
種
子
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。会

議
で
は
、
現
在
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど

１
３
４
本
が
指
定
さ
れ
て
い
る
特
定
母
樹

に
よ
る
採
種
穂
園
の
造
成
の
た
め
そ
の
苗

木
を
供
給
し
て
い
く
方
針
な
ど
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
県
な
ど
の
行
政
機
関

が
行
っ
て
き
た
採
種
穂
園
の
造
成
に
民
間

企
業
が
参
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
苗
木

供
給
体
制
の
強
化
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

福
島
県
で
は
い
ち
早
く
、
農
林
種
苗
農

業
協
同
組
合
、
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
林

木
育
種
セ
ン
タ
ー
、
福
島
森
林
管
理
署
の

４
者
が
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
共
同
研
究
確

認
書
を
締
結
し
、
国
有
林
内
に
試
験
地
を

設
け
る
な
ど
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

は
さ
ら
に
各
地
域
で
の
実
証
デ
ー
タ
を
積

み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
各
県
並
び
に

研
究
機
関
等
と
さ
ら
に
協
力
し
て
研
究
開

発
を
進
め
、
各
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み

な
が
ら
、
林
業
を
根
本
的
に
変
え
る
可
能

性
を
秘
め
た
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
育
種
、

研
究
並
び
に
植
林
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

（３）平成２７年９月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３５号

関東育種基本区特定母樹等普及促進会議

試験地の現地視察

十王町の国有林内に設置された試験地の植栽配置

エリートツリーのコンテナ苗

（
注
）

苗
畑
で
育
て
、
植
栽
時

に
掘
り
取
り
、
根
か
ら

土
を
落
と
し
た
状
態
の

苗



平
成
27
年
６
月
１
日
か
ら
９
日
に
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
第
12
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
12
）
が
ウ
ル
グ
ア
イ
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
同
会
議
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
我

が
国
か
ら
群
馬
県
中
之
条
町
「
芳
ヶ
平
湿

地
群
」
を
含
む
４
つ
の
湿
地
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
簿
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
と
は
、
正
式
名
称
は

「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に

重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」
で
、
１
９

７
１
年
に
イ
ラ
ン
・
ラ
ム
サ
ー
ル
に
お
い

て
同
国
政
府
主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
湿
地

及
び
水
鳥
の
保
全
の
た
め
の
国
際
会
議
」

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
す
。

条
約
で
は
、
特
に
水
鳥
の
生
息
地
等
と

し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
及
び
そ
こ
に

生
息
・
生
育
す
る
動
植
物
の
保
全
及
び
ワ

イ
ズ
ユ
ー
ス
（
持
続
可
能
な
利
用
）
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
締
約
国
に

対
し
て
そ
の
領
域
内
に
あ
る
湿
地
を
１
ヶ

所
以
上
指
定
し
、
条
約
事
務
局
に
登
録
す

る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
湿
地
及
び

そ
の
動
植
物
、
特
に
水
鳥
の
保
全
促
進
の

た
め
に
各
締
約
国
が
と
る
べ
き
措
置
等
に

つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
３
月
現
在
、
締
約
国
は
１
６

８
ヶ
国
、
登
録
湿
地
数
は
２
１
９
２
ヶ
所
、

合
計
面
積
は
約
２
億
９
百
万
㌶
に
及
び
ま

す
。我

が
国
は
、
昭
和
55
年
に
加
入
し
、
そ

の
際
、
釧
路
湿
原
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
我
が
国
の
登
録
湿
地
数
は
、
今

回
新
た
に
登
録
さ
れ
た
「
芳
ヶ
平
湿
地
群
」

を
含
め
50
ヶ
所
、
合
計
面
積
は
14
万
８
０

０
２
㌶
に
及
び
ま
す
。

登
録
に
当
た
っ
て
は
、

①
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
で
あ
る
こ
と

②
国
の
法
律
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、

自
然
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
こ
と

③
地
元
自
治
体
な
ど
の
登
録
へ
の
賛
意
が

得
ら
れ
る
こ
と

が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
登
録
さ
れ
た
「
芳
ヶ
平
湿
地
群
」

は
、
群
馬
県
中
之
条
町
及
び
草
津
町
に
ま

た
が
る
８
８
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
地
域

で
、
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
自
生
地
（
町
有
地
）

を
除
き
、
ほ
か
は
す
べ
て
関
東
森
林
管
理

局
が
管
理
す
る
国
有
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
湿
地
は
、
草
津
白
根
山
の
火
山
活
動

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
溶
岩
台
地
の
上
に
伏

流
水
が
流
れ
込
み
、
池
沼
と
し
て
形
成
さ

れ
た
火
山
性
の
特
異
な
特
徴
を
有
す
る
湿

地
群
で
あ
り
、
湿
原
の
周
辺
は
オ
オ
シ
ラ

ビ
ソ
や
コ
メ
ツ
ガ
の
針
葉
樹
林
や
ブ
ナ
・

ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
固
有
種
の
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
最
高
標
高
の
繁
殖
地
で
も
あ
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
国
際

的
に
重
要
な
湿
地
で
あ
る
こ
の
地
域
の
適

切
な
保
全
に
努
め
、
後
世
に
残
し
て
い
く

考
え
で
す
。

平成２７年９月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３５号（４）

「
芳
ヶ
平
湿
地
群
」
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

計
画
保
全
部

計
画
課

芳ヶ平湿地群

芳ヶ平湿地群

チャツボミゴケ自生地



実施箇所概況（表１）

署　名 国　有　林　名 林　小　班 面積（ha) 林　　　　　況

福　島 東古道乙１４の１　

(田村市）　

２８１い３

２８１い４

　５．１７

　３．６３

スギ３８年生　　　　　　　　　　

スギ・ヒノキ・アカマツ３６年生

磐　城 高山(川内村) ６０１へ２ １２．９５ ヒノキ３４年生

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
影
響
が
比
較

的
大
き
い
避
難
指
示
区
域
等
の
森
林
は
、

事
故
後
通
常
の
林
業
活
動
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

中
断
さ
れ
て
い
る
森
林
施
業
を
適
切
か

つ
円
滑
に
再
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、
放

射
性
物
質
の
拡
散
防
止
対
策
や
作
業
者
の

被
ば
く
低
減
等
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
今

後
の
施
業
再
開
に
向
け
て
必
要
な
知
見
を

得
る
た
め
、
旧
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域

の
国
有
林
に
お
い
て
、
間
伐
施
業
を
実
施

し
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
、
作
業
者

の
被
ば
く
低
減
そ
の
他
の
課
題
に
対
し
有

効
と
考
え
ら
れ
る
具
体
的
な
手
法
や
そ
の

効
果
に
つ
い
て
の
実
証
事
業(

（
図
１
）

参
照
）
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
箇
所
は
、
福
島
森
林
管
理
署
管
内

及
び
磐
城
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
２

箇
所
（
（
表
１
）
参
照
）
で
、
作
業
者
の

被
ば
く
低
減
の
観
点
か
ら
、
キ
ャ
ビ
ン
付

き
高
性
能
林
業
機
械
を
使
用
し
た
作
業
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
、
列
状
間
伐
等
を
実
施
し

ま
す
。

間
伐
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
放
射
性

物
質
の
拡
散
防
止
対
策
、
作
業
者
の
被
ば

く
低
減
対
策
と
し
て
、
森
林
作
業
道
や
土

場
の
施
工
箇
所
及
び
渓
流
沿
い
等
に
お
い

て
の
木
柵
の
設
置
、
渓
流
へ
の
土
砂
流
入

を
防
止
す
る
た
め
の
土
の
う
の
設
置
、
林

床
土
壌
浸
食
を
防
止
す
る
た
め
の
丸
太
の

伏
せ
込
み
、
木
材
チ
ッ
プ
等
の
散
布
に
よ

る
林
地
の
被
覆
、
低

木
類
や
伐
採
木
の
枝

条
を
利
用
し
た
柵
の

設
置
を
行
う
と
と
も

に
、
渓
流
に
は
濁
水

を
防
止
の
た
め
の
布

団
籠
等
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
実

施
区
域
内
の
作
業
前

と
作
業
後
の
空
間
線

量
率
、
樹
皮
及
び
土

壌
の
放
射
性
物
質
濃

度
、
土
砂
の
移
動
量
、

渓
流
水
内
の
放
射
性

物
質
の
流
出
状
況
、

作
業
者
の
被
ば
く
量

等
を
測
定
し
、
作
業

の
影
響
を
評
価
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
施
業
実
施
方
法
の

検
討
に
必
要
な
知
見

を
提
供
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

（５）平成２７年９月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３５号
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私
が
勤
務
す
る
久
慈
川
森
林
事
務
所

（
戸
中
・
久
慈
川
担
当
区
）
は
、
福
島

県
南
部
に
位
置
す
る
棚
倉
町
に
あ
り
ま

す
。棚

倉
町
は
、
福
島
県
中
通
り
の
南
部

に
位
置
し
、
東
部
に
は
、
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
の
阿
武
隈
山
系
が
、
南
西
部
に

は
八
溝
山
を
主
峰
に
高
笹
山
、
大
笹
山

等
の
山
稜
が
続
い
て
お
り
、
総
面
積
の

75
㌫
を
森
林
が
占
め
、
古
く
か
ら
林
業

が
盛
ん
な
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
溝
山
を
源
と
す
る
久
慈
川
沿
い
に

平
坦
な
農
耕
地
が
広
が
る
自
然
豊
か
な

町
に
人
口
約
１
４
０
０
０
人
が
住
む
棚

倉
町
は
、
戊
辰
戦
争
で
落
城
す
る
ま
で

の
２
４
４
年
間
、
棚
倉
藩
六
万
石
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。

私
が
管
轄
す
る
久
慈
川
森
林
事
務
所

管
内
は
東
白
川
郡
棚
倉
町
及
び
塙
町
の

一
部
約
６
２
０
０
㌶
を
管
理
し
て
い
ま

す
。

主
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
約
65

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は

林
地
生
産
力
が
高
く
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

は
県
内
の
他
の
地
域
に
比
較
し
て
良
好

な
生
育
を
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
「
奥

久
慈
材
」
と
し
て
知
ら
れ
、
産
出
さ
れ

る
木
材
は
県
内
外
の
市
場
で
ブ
ラ
ン
ド

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
事

業
量
は
、
署
全
体
で
３
３
０
０
０
㎥
の

素
材
生
産
量
の
う
ち
５
４
０
０
㎥
を
、

ま
た
植
付
け
は
30
㌶
予
定
し
て
お
り
ま

す
。一

方
、
ア
カ
マ
ツ
天
然
林
が
約
６
０

０
㌶
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
以
前
は
マ

ツ
タ
ケ
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
ア
カ
マ
ツ
林
は
、
隣
接
す

る
東
舘
森
林
事
務
所
部
内
も
含
め
る
と
、

実
に
１
０
０
０
㌶
を
超
え
る
広
大
な
面

積
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ア

カ
マ
ツ
林
は
、
山
本
不
動
尊
の
南
側
に

広
く
位
置
し
、
町
の
重
要
な
観
光
資
源

で
も
あ
り
ま
す
。

山
本
不
動
尊
は
８
０
７
年
、
弘
法
大

師
が
東
北
行
脚
の
途
中
に
護
摩
壇
を
築

き
、
八
溝
山
系
に
住
む
悪
鬼
を
調
伏
祈

願
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
以
後
、

安
堵
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
起
源
と
さ
れ

る
護
摩
壇
の
跡
が
、
西
南
西
約
５
㎞
の

地
点
（
国
有
林
内
）
に
未
だ
に
残
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
大
切
な
こ
の
ア
カ
マ
ツ
林

の
保
護
や
、
森
林
整
備
を
進
め
、
地
域

の
要
望
等
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２７年９月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１３５号（６）
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